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21.層間架橋体中の原子 ･分子の熱的性質

森 安 嘉 貴

4Heと同じくH2もBose粒子であるからBose凝縮温度以下で超流動に成ると期待される｡

この温度はH2を理想 BosegasとみなしたときT-6･6Kである｡しかし我々はbulkH2･の

三重点は13.8Kであることから6.6Kでは既に固体となっていることを知っている｡ そこで

H2のBose凝縮実現の為には,何とかして擬固点を下げてやるための工夫が必要となる｡

以前より我々は狭い空間に閉じ込めた原子 ･分子が示す過冷却現象を利用して,H2のBose

凝縮-超流動を実現させる試みを続けてきた｡狭い空間の極限としてゼオライ ト細孔に着目し

た実験を行ってきたが,狭過ぎる空間中ではH2分子は明確な固体一液体転移 (過冷却現象 )

を示さないことがわかっている｡ 本研究では制限された空間(RestrictedGeometry)を層状

物質中の二次元空間にまで拡張することによって過冷却現象を兄いだすことを試みた｡既知の

4Heに対する超流動転移もまたこの二次元空間内でどの様な変化をみせるか調べてみた｡

現在までに得られた比熱測定によれば,アルミナ架橋モンモリロナイ ト(層間距離9Å)中

吸着水素 (H2,D2)は 9K～10K近傍に比熱の山がみいだされ,固体から液休への融解を示

すと考えられる｡又同じモンモリロナイ ト中吸着 4Iieについても約 1.7K に超流動転移らし

きhumpが兄いだされている｡

以上の結果を確認づける実験を行いつつあり併せて発表する予定である｡

また,この発展として常磁性を示す 02を吸着させた場合の結果も併せて発表する予定であ

る｡

22.超強磁場下での原子および1次元鎖状分子

の基底状態

安 井 孝 俊

中性子星の表面ではβ≧1012gaussの超強磁場が存在すると考えられている｡ このような

状況下での物質の状態については, 1970年のRuderman以来,多くの研究がある｡ 最近の
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